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論文内容の要旨

本論文は，筆者が厚生省および、世界保健機関において行った研究成果をもとに，生命表モデルとマイ

クロ・シミュレーション・モデルについて，人口学における統計モデルの特質を考察したものである。

生命表モデルでは，平均寿命が生存数を積分することにより年齢別の死亡水準を要約した指標である

ことから，平均寿命に及ぼす教育と経済の影響について，各国別の統計指標の相関係数による検討にタ

イム・ラグを考慮した。教育に関する指標ではタイム・ラグをつけた場合の方が相闘が高くなり，この

結果から，平均寿命について18年前の成人識字率と当該年の 1 人当り国民総生産で回帰分析を行い，教

育の保健水準に及ぼす効果が大きいことを明らかにした。

また，生存数を使用することによりジニ係数の簡便な式を得，式の意味について検討した。生命表で

は寿命に次ぐ第 2 の要約指標として有効であることを，我が国の完全生命表について計算することによ

り確認した。

マイクロ・シミュレーション・モデルでは夫婦の年齢の組合せや制度の分立による複雑さのために所

得保障効果の測定が困難とされていた公的年金制度について，全制度を統合し，夫婦単位でも年金制度

の評価ができるモデルを開発した。標本調査のデータをもとにこのモデルにより推計を行い，制度聞の

通算および併給調査に関して特に優れたモデルであることを確認し初期データとモテ守ルの整合性がマ

イクロ・シミュレーション・モデルは重要なことを指摘した。

また，筆者の属するグループが作成したマイクロ・シミュレーションによる世帯の将来推計モデルに

ついて，世帯人員別世帯数，世帯構造別世帯数，高齢者の世帯状況等の推計結果とモデルの統計的評価

を行った。家族制度の違いによる世帯への影響の計測等，今後，急速に高齢化する我が国の社会保障政
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策の策定のために，有効な情報が得られるモデルであることを確認した。

論文の審査結果の要旨

本論文は人口学における統計モデルを生命表と世帯情報の計算機シミュレーションの 2 つの面につい

て考察している。

第 1 章は生命表モデルを扱い，第 1 節において平均寿命に及ぼす教育と経済の影響を考察した。世界

各国別の平均寿命を目的変数とするとき，成人識字率が l 人当り国民総生産よりも説明力が高いことを

指摘した。第 2 節ではジニ係数の簡明な算式を導出し，これをわが国の生命表に応用してジニ係数と平

均寿命の経年変化に関する興味ある知見を得た。

第 2 章は世帯のマイクロ・シミュレーションを扱い，第 1 節において夫婦モデルを構築して，夫婦単

位での年金制度の評価に役立つことをしめした。第 2 節ではこのモデルを拡大して，世帯の将来推計モ

デルを構築した。世帯人員，世帯構造，高齢者集団などに関する将来の有効な情報が得られることを示

し，厚生省における国民生活の調査計画の設計に貢献するところがあった。

これらの結果は人口学に対して統計学の面から学問および実務的に貢献するものであって，博士論文

として価値あるものと認める。
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